
【社会】

ものづくり日本語検定
６月にスタート

　 海外の日系企業で働く外国人など
が、仕事に必要な日本語コミュニケ
ーション能力を高め、日本的ものづ
くりの考え方への理解を深めるため
のオンライン教育訓練システム、
「ものづくり日本語検定（ＭＮ
Ｋ）」（http://monoken.org）が６
月から本格的にスタートするのを前
に、台北市で29日説明会が行われ

た。海外での説明会実施は初めて。
　ＭＮＫは、外国人が日本のものづく
り技術を習得する上で、日本語と日本
文化を理解し、日本語を通じて学んだ
方が効果が大きいとの考えに基づい
て、一般社団法人ものづくり日本語検
定協会が昨年秋からトライアルベース
で実施しているもので、今月までに数
百人が検定試験を受験した。
　 ＭＮＫは講座と検定試験から成
り、「良いものづくりのための品質
管理」「品質管理活動に関する基礎
知識」などの講座をインターネット
を通じて受講。検定試験によって
「係長、テクニシャンレベル」「管
理者、マネージャーレベル」など、
ものづくりの現場での日本語能力の
判定を受けられる。講座の受講料は
無料で、検定試験の１回当たりの受
験料は企業の従業員が5,000円、学生
は2,500円だ。
　 ＭＮＫのトライアル受験者は、台
湾からが33%と世界で最も多かっ
た。これについて一般社団法人日本

技術者連盟の小野郁・主任研究員は
「親日的で日本の製造業者が多く進
出しており、ものづくりの考え方を
学んでほしいという日系企業のニー
ズが最も強いのではないか」と分析
し、今後の受講者の拡大に期待感を
示した。
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説明会には日系企業の関係者や大学の日本語教師ら
３０人が参加した
（ものづくり日本語検定協会提供）

中堅社員研修

詳細はこちら⬇　
https://www.ys-consulting.com.tw/seminar/76083.html
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台湾でがんばる日本人経営者の応援団

実務経験２～５年台湾人社員向け

単元 日程 テーマ

１ ６/２８
（木）

自己分析と気づきによる
セルフコーチング自己改革

２ ７/１９
（木）

相手に簡潔に伝える
コミュニケーションのとり方

３ ８/１６
（木）

役立つ提案をするための
アイディア発想法

４
９/６
（木）

時間を今より効果的に
使うための

タイムマネジメント




